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USBドライバーのインストール Windows 10 Pro 64-bit編
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ここでは、本誌で説明していないWindows10 64-bit系にUSBドライバーをインストールする手

順を紹介します。(Windows8 64-bit, Windows8.1 64-bitを含みます)

ziVNAuで利用するマイクロチップ・テクノロジー社のMCHPUSBは Windows7時代の USBドラ

イバーのためか、Windows 8以降の 64-bit 環境で必要とする "デジタル署名情報" に対応し

ていないようです。

しかし、以下の工程を実行することでWindow8以降の 64-bit系にもUSBドライバをインストール

する事ができます。

■インストール概要

1.テストモードとセキュリティを緩い設定にします。

2.ドライバ署名を強制無効にするモードでOSを立ち上げます。

3.本誌 第5章「5.3.1 Windows10 (32ビット)編」の、「USBドライバーのインストール Windows10 P

ro 32-bit」の手順でドライバをインストールします。

4.緩くしたセキュリティとテストモードを元に戻します。

ソフトウェアのダウンロードやPCアプリのインストールなど、USBドライバーのインストール以外

は、本誌 第5章「インストールと動作確認」を見てください。

■インストール手順

(注意)ステップ3でOSがシャットダウンするために、インターネットやPDFが参照できなくなります。

他の手段(紙に印刷や、スマートフォンの利用など)でステップ3の手順を参照するようにしてくださ

い。

●ステップ1: テストモードに変更

①"スタート" メニューのアイコンの上でマウス右ボタンを押してポップアップメニューを開きます。

メニューの中から "コマンドプロンプト(管理者)" を選択して、DOS窓を管理者モードで起動しま

す。(図A.1)

< 図A.1 > "コマンドプロンプト(管理者)" を選択する画面



②開いたDOS窓で"bcdedit /set testsigning on"を入力してリターン・キーを入力。(図A.2)

< 図A.2 > DOS窓でキー入力

●ステップ2: セキュリティの設定

①"スタート" メニューのアイコンの上でマウス右ボタンを押してポップアップメニューを開きます。

メニューの中から "コントロールパネル"を選択します。(図A.3)

< 図A.3> "コントロール パネル" を選択する画面



②開いたコントロールパネルの中から "セキュリティとメンテナンス" をクリック。(図A.4)

< 図A.4 > "セキュリティとメンテナンス" をクリックする画面

③"Windows SmartScreen 設定の変更"をクリックし、現れたウィンドウで"何もしない"にクリック。

"OK"ボタンを押します。(図A.5)

< 図A.5 > SmartScree の設定画面

④開いたウィンドウを全て閉じます。



●ステップ3: ドライバ署名を強制無効にするモード

①"スタート" メニューをクリックし、"設定"を選択します。(図A.6)

< 図A.6> "設定" を選択する画面

②開いたウィンドウで、"更新とセキュリティ"をクリック。(図A.7)

< 図A.7 > "更新とセキュリティ" をクリックする画面



③更新とセキュリティのウィンドウで、"回復"をクリックして、"今すぐ再起動する"をクリックします。

(図A.8)

ここからステップ3の最後までは、インターネットやPDFがアクセスできなくなります。

< 図A.8 > "回復" を選択する画面

④"トラブルシューティング"をクリック。(図A.9)

< 図A.9 > "トラブルシューティング" をクリックする画面



⑤"詳細オプション"をクリック。(図A.10)

< 図A.10 > "詳細オプション" をクリックする画面

⑥"スタートアップ設定"をクリック。(図A.11)

< 図A.11 > "スタートアップ設定" をクリックする画面



⑦"再起動"をクリック。(図A.12)

< 図A.12 > "再起動" をクリックする画面

⑧"スタートアップ設定"の画面(図A.13)で、キーボードの"7"を押す事でドライバー署名の強制を

無効にする状態でWindowsが起動しますのでログインします。

< 図A.13 > キーボードの"7"を押す画面

●ステップ4: ドライバをインストール

本誌 第5章の、「5.3.1 Windows10 (32ビット)編」の手順でドライバをインストールします。



●ステップ5: 設定を戻す作業

①ステップ2で実行した"Windows SmartScreen"の設定を戻します。(図A.14) そして、USBドライ

バーが認識されていることを確認します。(図A.15)

< 図A.14> SmartScreen の設定を元に戻す画面

②ステップ1で設定したテストモードを解除します。具体的には、DOS窓を管理者モードで起動し

て、"bcdedit /set testsigning off"を入力し、リターン・キーを入力します。そして、USBドライバ

ーが引き続き認識されていることを確認します。(図A.15)

< 図A.15> ドライバーを認識している様子

③ステップ3で設定した"ドライバ署名を強制無効にするモード"は、PCを再起動する事で解除さ

れます。

以上の操作で、Windows 8以降の 64-bit版でUSBドライバーをインストールすることができま

す。
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